
2024年度は、京都線の計3箇所(南茨木~茨木市間、茨木市
~総持寺間、長岡天神~西向日間)において、線路盛土の崩壊
を防止するため、雨水の流入防止や表層のすべり防止などの
対策工事を実施しました。今後も同じような危険性の高い箇
所について、対策工事を実施していきます。

線路盛土の崩壊を防止する工事を実施しました

柱を四方から補強鋼板で覆う、柱の一面に鋼板を当てるな
ど、状況に応じた工法を選択しています。2024年度は、大阪
梅田駅~十三駅間、園田駅、池田駅、茨木市駅、高槻市駅の高
架橋柱について工事を進めました。

高架橋の耐震補強工事を進めています

1 自然災害への備え

河川氾濫への対応

沿線に設置した雨量計や風速計、水位計などの情報、気象
庁および民間の気象情報会社の気象情報をもとに、徐行や
運転停止を判断し、安全を確保します。また、状況に応じて
巡回点検などにより沿線の安全確認を行っています。台風
等の影響により運転停止が長時間見込まれる場合には、計
画運休を実施しますが、事前にお客様にご案内することで
混乱の発生抑止に努めます。

車庫に留置する車両への浸水を回避するため、車両の避難手
順を2020年度に策定しました。加えて、民間の気象情報会社
の河川氾濫情報と一部行政機関のシステムを活用できるよう
備えています。また、一部の電気転てつ機について、耐水型電
気転てつ機への更新を2024年度は7台実施しました（2025年
度の計画11台）。

地震への対応
緊急地震速報システムにより、震度4以上の地震が予測
される場合、列車無線で自動的に緊急停止を指示します。
その後は地震計データを活用し、区間ごとに列車運行を
規制します。また、鉄道総合技
術研究所の「鉄道地震被害推定
情報発信システム」を導入し、被
害の早期確認と復旧作業の迅
速化に向けて備えています。

暴風雨への対応01

02
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運行停止せざるを得ない暴風雨（神崎川防潮堤の閉鎖）

工事後工事前

2018年6月18日に発生した大阪北部地震では多くの
列車が駅間に停車し、お客様に列車から歩いて線路
外へ避難して頂きました。この時の反省を活かして運
転規制の方法について見直し、少しでも安全を確認で
きる区間は徐行で最寄り駅まで列車での避難ができ
るように取扱いを見直しました。

大阪北部地震の反省よりTopics

防災体制と緊急事態への備え06
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分岐器が転換する際、積雪や凍結が原因で転換不良が発生しないよう、分岐器付近の雪を融解するために融雪器を設
置しています。寒波が予想される際は早期に警戒態勢をとり、融雪器を使用することで分岐器の動作不良を未然に防ぎ、
列車が駅間に立往生しないように対応します。融雪器には、点火式融雪器と電気融雪器の2種類があります。

大雪への対応

現地で給油、着火し、レールを温めます。 遠隔で起動、発熱し、レールを高温に保ちます。 一度あたりの降雪量が増加の傾向
にあることから、桂駅他に電気融雪
器を増設しました。

点火式融雪器 電気融雪器 電気融雪器の増設

早期運転再開に向けた被害状況把握の迅速化
鉄道総合技術研究所が開発した橋梁
の状態監視システムを、新淀川橋梁と
桂川橋梁に導入しています。地震や河
川の増水時などに、これらの橋梁・橋
脚が安全であること、あるいは被害状
況を早期に遠隔で把握できるようにし
ています。
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● 桂駅に21箇所増設
2023年度

● 桂車庫に18箇所増設
2024年度

● 嵐山線に4箇所増設予定
2025年度
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2 テロや傷害事件への対応

駅防犯カメラ
全駅のホーム、コンコー
スには約1200台の防犯
カメラを設置しています。

防犯盾
過去に鉄道車内で発生
した殺傷事件等を踏ま
え、列車内や駅に防犯
盾を配備しています。

警察との合同訓練
2025年2月、曽根崎警
察と合同で車内傷害事
件への対応訓練を行い
ました。同様の訓練は、
各沿線の警察署と年間
を通して実施しています。

車内防犯カメラ
列車内のセキュリティを
強化するため、列車の一
部に防犯カメラを設置
しています。

技術部 神戸線検車係長 

緊急事態発生時は、現場の状況を迅速に情報伝達することが必
須となります。2020年に神戸線の踏切で発生した車両と自動車と
の接触による脱線事故では、復旧現場から携帯電話を使用し、指
令所や本社に動画配信を行いましたが、その振り返りの中で、撮
影時の大きなブレや操作性等の課題が挙がりました。課題解決に
向けて、様々な動画配信システムを調査した結果、緊急時にも容
易に操作でき、加えて現場と指令所や本社間で双方向に会話す
ることができる高性能なウェアラブルカメラシステムを導入しまし
た。引き続き、大規模災害や緊急事態を想定した情報伝達訓練を
実施し、緊急事態に備えていきます。

双方向の情報伝達が可能なウェアラブルカメラシステム
導入を担当して

第三者行為（テロ等）によって、社会的影響が極めて大きく、重大な事態が予想される場合や、その予告があり継続した
警戒が必要と認めた場合、あるいは不審物･不審者が発見され、それらにより被害が発生した場合には、巡回点検の強化
や警察との連携強化など、そのレベルに応じた対応を行います。
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複数箇所の同時視聴
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3 駅間避難の円滑化

万が一橋梁上で列車が停止した場合に、お客様がより安
全に避難できるよう、新淀川橋梁の神戸線･宝塚線の線
間に通路を設置しています。京都線は線路際に避難通路
を設置しています。

新淀川橋梁における
避難誘導対策の推進について

災害や事故などで列車が駅間で停車した場合に備え、駅間の架線柱などに、駅や踏切までの距離を示す避難看板を設け
ます。避難誘導する社員の目安になること、社員が避難誘導できない最悪の場合にもお客様が避難する方向がわかるよ
うにするためです。2026年度には全線に整備する予定です。また、南海トラフ地震を想定した津波浸水区域には、専用
の看板を設置することで、津波が来る可能性も表記します。

災害や事故などで駅間停止した際に、避難方向を
判断しやすいように避難看板を設置していきます

災害時等駅間での停車列車から、円滑にお客様の避難
誘導を行うため、通勤途上などで車内や駅などに居合わ
せた社員は、関係者であることを示すワッペンを使用し
て、支援活動を行います。

災害時などのお客様避難誘導に
おける社員の取組について
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避難看板のイメージ(左から２番目は津波浸水区域のもの） 蓄光式のシートを使用しており夜間で
も光を反射して見え易くしています。
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